
低学年は足し算・引き算
高学年は四則演算を使って
楽しくゲームをしました。

ミニSLや昔あそび(竹トンボ
こま回しetc)ドッヂビーなど
地域の人と一緒に遊びました。

季節の色とりどりの花で
「世界に1つだけ」の素敵な
花かご作りに挑戦しました。
参加者３０名
場所　交流センター

宮崎市中央卸売市場 水産物部の
方々を講師に西中の生徒さん達
と地域の方々との交流会を開催
お魚の美味しさと「命をいただ
くこと」の大切さを学びました。
今年は1年生を対象
場所　西中 調理室

季

寄せ植え花かご講座お魚解体show

児童の皆さんは総合文化公園をスタートし、各コースをグループ毎に巡りながら
訪問した施設や事業所では防災に対する取り組みをお聞きしました。
また、地域の説明ポイントでは地域の人から浸水地点・河川改修工事、貯水機能、
津波避難ビル、一時避難所・指定避難所、災害時協力井戸などの防災関連情報を
お聞きしました。このストリートウォッチングは、地域のボランティアの協力に
支えられて１３回目を迎えましたが、今回は西池小の卒業生にも参加して頂き、
歴史を物語るイベントとなりました。

わんぱくフェスタ わんぱく広場

ストリートウォッチング

健康ふくしまつり

市の地域包括ケア推進課より
「いきいき手帳」を活用した
介護予防について具体的な
活用法や健康維持のポイント
を学びました。　参加者30名
場所　交流センター

福祉講習会
和知川原2区自治会
16名が参加し「地域」の地図を
囲みながら災害の発生を想定し
た訓練・意見交換を行いました。

和知川原2区

災害図上訓練「DIG」
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第16回健康ふくしまつりが、宮崎西地区交流センターにて開催され約400名が
参加しました。会場では、歯科・眼科検診や健康体操などが楽しめる健康・福祉
コーナー、外国語読み聞かせやお手玉を体験できる子供コーナーなど、さらには
キッチンカーも登場し、幅広い世代が楽しめる内容が盛りだくさんでした。
また、宮崎の人気キャラクター「みやざき犬ひぃ君」も来場し、会場を大いに

盛り上げました。

場所　祇園運動広場



 現在の西中
　宮崎西中学校は、宮崎市の中心部に位置し、橘通り以西を校区に
創立７５周年を迎えた歴史と伝統にあふれた学校であり、現在の生
徒数は３学年で 536 名が在校しています。
　校訓の『自立』『共生』を具現化するため、学校教育目標として、
「確かな学力をそなえ、豊かな体験をとおして、知性と感性を磨く」
を掲げ「チーム西中　自分の花を咲かせよう！」をスローガンにキャ
リア教育の推進を通して、 自己実現と社会に貢献する生徒を育む魅
力ある学校づくりに取り組んでいます。

各地区の様々な活動へ参加

食育の一環でお魚解体ショーを実施

　皆さん、「 石の奇跡」をご存じですか。
　東日本大震災が発生した際に、中学生が小学生を先導し高台に避難。この時
近隣の住民にも、「津波が来る、早く高台に避難して」と声をかけながら避難し
たことで、多くの人命が救われました。　また、被災地区の避難所において、
中学生が運営の手助けを行い、子どもからお年寄りまでが安心して生活できる
環境づくりにも大きく貢献したという報告を聞きました。そこで、私は、宮崎
西中学校の生徒の力を、もっと地域で生かすことはできないかと考え、生徒が
地域で多くの体験ができるようなシステムづくりに取り組むこととしました。
　地域の人と係わりながら活動をすることは、工夫することの大切さや、効率
よく活動するためのコツや要領などを学ぶよい機会であり、まさに、キャリア
教育であると考えています。　このような活動をとおして、地域のよさに気づき、
人との絆づくりや助け合う心などを身に付け、これからの地域を担う人材とし
て成長してくれることを願っています。

平成 11年 50 周年記念式典当時 都市化が進む現在の西中周辺

令和 6 年 12 月　現在の西中（正面より）

沿　　革

西池の放課
後子ども教

室へ参加

今年度は 207 名が
ボランティアに参加

しました
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